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研究成果の概要（和文）：本研究では、従来日本では稀とされていた「うつ病」が 1990年代以
降、医療的な問題として台頭したことに注目し、鬱の「医療化」が人々の経験にどのような変

化をもたらしているのかを分析した。現在、鬱の医療化がグローバルな規模で進行する中、鬱

が生じた社会的状況が解決されないまま、個人の精神病理として対処されることで、病理の「個

人化」が進み、社会矛盾が広がるとの懸念がある。しかし、日本ではうつ病を仕事が原因の（特

に働き盛りの男性が陥る）疾病として理解することで、この病を社会的問題として捉え直そう

とする動きがみられる。本研究では医療人類学の視点から、文献調査と人類学的フィールドワ

ークを用い、このような日本における鬱の医療化の特徴を検証した。 
 
研究成果の概要（英文）：This research has examined how “depression” has emerged as a 
significant medical problem in Japan since the 1990s despite its alleged historical absence 
there, and how the ongoing medicalization of depression in Japan is transforming people's 
experiences. Given the globalizing medicalization of depression, there is a growing concern 
that this process may lead to individual biological reductionism, whereby social problems 
that have given rise to depression in the first place become concealed and are instead dealt 
with as problems of individuals. In Japan, however, partly because depression has often 
been depicted as psychopathology of work that particularly afflicts hardworking men, it is 
increasingly discussed as a social problem. Drawing upon a medical anthropological 
perspective and data from ethnographic fieldwork and archival research, this research thus 
illuminates how the medicalization of depression has come to take a distinctive course in 
Japan.  
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１．研究開始当初の背景 
 
医療人類学・多文化間精神医学の領域では、
北米で一般的な病である「うつ病」が日本で
は稀であることが長年指摘されてきた。本研
究では 1990 年代末から日本でも急速に進ん
だ「鬱の医療化」を分析した博士論文研究に
基づき、ジェンダーの差異に着目して、より
最近の変化に関する調査を行った。特に、う
つ病が“仕事の病”として語られることで、
医療化が人々の経験にどのような変化をも
たらすのかを考察した。 
 
２．研究の目的 
 
（１）日本のうつ病患者の経験――特に以前
はうつ病に罹ることが少ないとされてきた
日本女性のうつ病経験――とその変化を明
らかにすること。 
（２）職場のうつ病対策を中心に発展しつつ
ある産業精神医学と、こころの病をめぐる社
会補償制度の歴史的変遷を明らかにするこ
と。 
 
３．研究の方法 
 
（１）精神科臨床現場にかかわる人々と、う
つ病患者の「病の語り」に関する聴き取り調
査 
（２）産業精神医学史に関する文献調査と、
過労うつ病をめぐる法的議論の検証 
（３）海外でのうつ病専門家への聴き取り調
査と、グローバルに展開する医療化の国際比
較 
 
４．研究成果 
 
（１）この十年間でうつ病患者の経験が激変
し、特に女性のうつ病に関する考え方、患者
の受療行動での変化が著しいことが判明し
た。ただし、短期間で回復に向かううつ病は
“ストレスの病”として「社会化」される一
方で、長期化するうつ病に関しては以前と同
様に、“心理的な問題”として「個人化」さ
れ、新たなスティグマの対象となっている状
況が明らかになった。 
（２）職場の「鬱」の台頭が、「仕事の科学」
と呼ぶべきあらたな科学的アプローチを生
み出した経緯を分析した。またこの社会精神
医学的視点が、現在諸外国での職場の精神病

理への関心と連動することで、グローバリゼ
ーションに対する批判言説を形成している
状況についても考察した。 
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